
８月１７日新規就農者誘致促進セミナー パネルディスカッションの様子



セミナースケジュール

・８月１７日

○基調講演

「酪農をめぐる日本と世界の動向」 農林水産省生産局畜産部長 大野 高志 氏

○新規就農を目指す研修生からの報告

「私が酪農経営を目指すのを決断した時」 枝幸町酪農研修生 川上 沙織 氏

○ピアノ演奏（枝幸町酪農研修生「孫 叡さんの娘たち）

孫 梓 苑ちゃん（小５） 演奏曲 「子守唄」

孫 梓津郁ちゃん（小４） 演奏曲 「アンニック」

○新規就農者からの報告

「新規就農して思うこと、感じること」 枝幸町歌登（Ｈ28年就農） 重松 良平 氏

○新規就農を目指す学生からの報告

「私の将来の夢」 酪農学園大学３年生 大圖真由子氏

「人と牛をつなぐアニマルウェルフェア」 日本獣医生命科学大学１年生 友西このみ氏

○枝幸町の新規就農者への支援体制 枝幸町役場農林課 仲沢 拓也 氏

○ＪＡ宗谷南の研修制度について ＪＡ宗谷南営農部営農課長 浜田 和幸 氏

○宗谷南酪農ヘルパー利用組合の体制について」 宗谷南酪農ヘルパー利用組合

組合長理事 石田 幸也 氏

○パネルディスカッション

・８月１８日

○講 演

「酪農経営の第３者経営継承の取組み」 足寄町移住サポートセンター

（一社）びびっとコラボレーション 坂本 秀文 氏

○枝幸町酪農ヘルパーからの報告

「酪農ヘルパー２年目」 宗谷南酪農ヘルパー利用組合 藤本 将稔 氏

「ヘルパー組合に就職するまで」 宗谷南酪農ヘルパー利用組合 伊藤 胡桃 氏

○パネルディスカッション

○牧場視察 枝幸町音標 石山牧場

8
月
17
日
・18
日
に
枝
幸
町
新
規
就
農
者
誘
致
促
進

セ
ミ
ナ
ー
が
歌
登
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
４
回
目
を
迎
え
る
今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

公
務
ご
多
忙
の
中
、
農
林
水
産
省
生
産
局
大
野
畜
産
部

長
が
、
基
調
講
演
を
引
き
受
け
て
頂
き
来
町
さ
れ
ま
し

た
、
ま
た
講
演
で
は
、
足
寄
町
で
新
規
就
農
継
承
事
業

に
詳
し
い
坂
本
秀
文
さ
ん
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
盛
会

に
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
新
規
就
農
者
誘
致
促
進
部
会
会
長

で
あ
る
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
向
井
地
組
合
長
は
、
「
日
本
農
業
に

お
い
て
は
、
後
継
者
不
足
が
今
後
も
続
い
て
い
く
と
心
配

さ
れ
る
中
、
現
状
の
農
地
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
が
焦
点

と
な
る
。
現
状
で
は
、
規
模
拡
大
や
新
規
参
入
者
を
求

め
て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
子

高
齢
化
の
日
本
に
お
い
て
は
、
酪
農
を
や
り
た
い
と
い
う

若
者
が
少
な
い
、
そ
の
数
少
な
い
新
規
就
農
希
望
者
を

枝
幸
町
に
迎
え
、
そ
の
方
が
希
望
し
て
い
る
就
農
ス
タ
イ

ル
に
あ
っ
た
経
営
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
」と

挨
拶
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
基
調
講
演
と
し
て
大
野
畜
産
部
長
よ
り
「
酪

農
を
め
ぐ
る
日
本
と
世
界
の
動
向
」
と
題
し
、
日
本
酪
農

情
勢
や
国
の
政
策
、
日
本
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
経
済

連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
大
枠
合
意
の
内
容
に
つ
い
て
分
か

り
易
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
現
在
枝
幸
町
に
て
新
規

就
農
を
目
指
し
研
修
中
の
、
川
上

沙
織
氏
よ
り
、
農
業
と
は
全
く
関

係
の
な
い
仕
事
か
ら
、
牛
が
好
き

で
夫
を
説
得
し
、
美
瑛
町
な
ど
で
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
経
て
、

新
規
就
農
し
た
い
と
決
断
し
た
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
奮
闘
し
て
き
た
経
緯
に
つ
い
て
発
表
し
て
頂
き
ま
し

た
。

休
憩
を
挟
ん
で
、
枝
幸
町
で
新
規
就
農
予
定
者
の
、
孫

叡
さ
ん
の
お
子
さ
ん
に
よ
る
き
れ
い
な
旋
律
の
ピ
ア
ノ

演
奏
に
耳
を
傾
け
、
心
を
癒
し
た
後
、
平
成
28
年
に
歌

登
東
歌
登
に
新
規
就
農
を
果
た
し
た
、
重
松
良
平
さ
ん

よ
り
、
酪
農
を
目
指
し
た
経
緯
か
ら
実
際
に
就
農
し
て

み
て
感
じ
た
、
５
つ
の
事
を
失
敗
談
を
交
え
悪
戦
苦
闘
の

日
々
の
事
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
大
切
さ
、
地
域
の
仲
間
が

い
る
事
の
重
要
性
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

８月１７日～１８日、枝幸町新規就農者誘致促進部会（枝幸町農業推進連絡協議会）主催によるセミナーが開催され、町内外から新規就農を夢見る

若者達や関係者らおよそ１３０名が参加し、新規就農を目指す研修生や学生が新規就農した酪農家の体験談や関係機関の講演から就農に向けた

大切な事を学びました。

農水省

大野畜産部長

川上 沙織 氏重松 良平 氏

孫 梓苑 ちゃん孫 梓津郁 ちゃん



続
い
て
、
酪
農
家
を
目
指
す
、
酪
農
学
園
大
学
３
年

生
の
大
圖
真
由
子
氏
が
、
「
私
の
将
来
の
夢
」
と
題
し
、

都
会
育
ち
の
大
圖
氏
が
あ
る
牧
場
で
の
体
験
を
き
っ
か

け
に
、
酪
農
家
に
な
り
た
い
と
思
い
北
海
道
の
酪
農
学

園
大
学
に
入
学
し
、
実
習
な
ど
を
通
し
、
将
来
酪
農
を

経
営
し
な
が
ら
、
６
次
化
や
酪
農
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
活
動
を
行
い
た
い
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

次
に
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
１
年
生
の
友
西
こ

の
み
氏
に
よ
る
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
を
題
材
に
将

来
酪
農
経
営
を
自
分
で
行
う
際
に
は
、
牛
達
が
快
適
に

過
ご
せ
る
環
境
作
り
を
大
事
に
す
る
事
を
発
表
し
て

く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
枝
幸
町
・
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
の
新
規
就
農
者
に

対
し
て
の
支
援
体
制
や
、
宗
谷
南
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用

組
合
の
体
制
に
つ
い
て
、
各
担
当
者
よ
り
説
明
が
あ
り
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
移
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
に

は
、
向
井
地
組
合
長
を
始
め
、
農
水
省
の
新
川
氏
、
宗

谷
総
合
振
興
局
の
谷
氏
の
他
講
演
者
の
中
か
ら
出
演

し
て
頂
き
ま
し
た
。
石
田
幸
也
氏
を
進
行
役
に
会
場
か

ら
は
「
就
農
希
望
者
が
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
は
？
」
「
経
営
を
学
ぶ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
」

な
ど
様
々
な
質
問
が
飛
び
交
い
、
「
や
る
気
が
大
事
」
・

「
感
謝
」
・
「
配
偶
者
を
大
切
に
」
・
「
地
域
と
の
協
調
性
」

な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
歌
登
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
に
あ
る
焼
き
肉
ハ
ウ
ス
に
場
所
を
移
し
、
歓
迎
の
挨

拶
を
村
上
町
長
に
頂
き
、
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

未
来
の
酪
農
家
た
ち
は
夢
を
語
り
な
が
ら
大
い
に
親

睦
を
深
め
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

翌
18
日
は
、
（
一
社
）
び
び
っ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

坂
本
秀
文
氏
か
ら
講
演
が
始
ま
り
、
坂
本
氏
は
、
足
寄

町
開
拓
農
協
の
職
員
時
代
に
、
放
牧
関
係
の
補
助
事

業
の
担
当
者
と
な
り
、
「
足
寄
町
放
牧
酪
農
推
進
の

町
」
に
携
わ
っ
て
き
た
方
で
す
。

放
牧
酪
農
推
進
の
町
を
宣
言
し
て
か
ら
新
規
就
農
が

増
え
て
き
て
、
そ
の
新
規
就
農
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
的
な
役
割
も
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
で

培
っ
て
き
た
「
第
３
者
継
承
の
取
組
」
に
つ
い
て
ご
講
演

し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
坂
本
氏
は
、
新
規
就
農
者
が
増
え
れ

ば
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
を
肌
で
感
じ
た
事
や
、

第
３
者
継
承
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
秘
訣
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
就
農
で
成
功
す
る
た
め
に
は
「
酪
農
経

営
を
す
る
と
い
う
強
い
意
志
と
、
必
死
に
働
い
て
い
る

姿
を
示
さ
な
い
と
周
囲
は
認
め
な
い
、
夢
だ
け
で
は
ダ

メ
で
す
」
と
、
新
規
就
農
希
望
者
に
対
し
厳
し
い
意
見

で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
発
表
と
し
て
は
最
後
と
な
る
、
宗
谷
南

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
か
ら
、
藤
本
将
稔
氏
と
伊
藤

胡
桃
氏
の
二
人
が
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

藤
本
氏
は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
な
っ
て
２
年
目
が
立
ち
、

北
海
道
の
冬
の
厳
し
さ
や
、
酪
農
と
い
う
仕
事
の
大
変

さ
を
通
じ
、
自
分
が
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
事
を

感
謝
の
気
持
ち
で
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

伊
藤
氏
は
、
自
然
に
あ
こ
が
れ
、
動
物
も
好
き
な
こ

と
も
あ
り
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
な
り
た
い
と
北
海
道
へ
移

住
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
枝
幸
町
の
酪
農
家
達
の
温
か
い

人
柄
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
や
、
も
っ
と
多
く
の
方
と
交

流
し
て
い
き
た
い
と
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

二
人
と
も
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
く
れ

る
内
容
で
し
た
。

１７日のパネルディスカッション

の様子

酪農学園大学 大圖真由子氏日本獣医生命科学大学 友西このみ氏



８
月
４
日
、
歌
登
共
進
会
場
に
て
、

第
11
回
枝
幸
町
乳
牛
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
に
は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

北
海
道
道
北
事
業
所
の
中
谷
英
世

業
務
課
長
を
迎
え
審
査
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

出
品
頭
数
は
9
戸
24
頭
で
日
頃

の
乳
牛
改
良
の
成
果
を
競
い
合
い
、

審
査
員
の
中
谷
氏
も
、
「
レ
ベ
ル
の
高

い
地
域
な
の
で
、
順
位
付
に
非
常
に

苦
労
し
ま
し
た
」
と
称
賛
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

経
産
の
部
に
は
、
小
椋
義
則
さ
ん

出
品
の
「
オ
ム
ラ
ハ
イ
ロ
ー
ン

ア
ツ

ト
テ
ン
バ
ー
」
が
、
未
経
産
の
部
で
は
、

同
じ
く
小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
オ

ム
ラ
ド
ー
マ
ン

エ
ン
ト
リ
ー
Ｅ
Ｔ
」

が
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
出
品
牛
の
中
か
ら
８

戸
18
頭
が
道
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
へ
出
場
し
ま
す
。

部 名    号 出  品  者

１部 フエンスボード　ローヤルリンダ　スパークリング 小椋　義則

２部 ウチ　ブルツクゲイン　ウインデー 内田　喜久男

３部 オムラドーマン　エントリー　ＥＴ 小椋　義則

４部 ウチ　フレーランドピダム　ウエンデイ 内田　喜久男

７部 ウチ　プロフイツトライラ　マークイス 内田　喜久男

８部 オムラ　ハイローン　アツトテンバー 小椋　義則

９部 オムラ　マニアート　ＥＴ 小椋　義則

１０部 ハーバービユー　セプテンバー　シマー 寺前　吉幸

枝 幸 町 乳 牛 共 進 会 各 部 １ 位 

審査委員

中谷 英世 氏

チャンピオン戦の様子

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
は
昨
日
に
引
き
続
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
本
日
講
演
頂
い
た
方
と
前
日
発
表

し
て
く
れ
た
、
大
圖
氏
と
友
西
氏
に
登
壇
し
て
頂
き
、
ど

う
い
う
牛
が
好
き
な
の
か
と
か
、
夢
を
追
い
な
が
ら
経
営

を
し
て
い
く
ビ
ジ
ョ
ン
や
枝
幸
町
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
多
く

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
音
標
の
石
山
享
牧
場
へ
移
動
し
、

牧
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
石
山
牧
場
で
は
、
高
能
力
の

牛
群
を
前
に
「
牛
が
大
き
い
で
す
ね
」
・
「
乳
房
が
大
き
い
」

な
ど
の
声
も
上
が
り
、
「
搾
乳
牛
舎
と
育
成
舎
の
導
線
が

便
利
で
い
い
で
す
ね
」
な
ど
皆
さ
ん
興
味
深
々
で
し
た
。

牧
場
視
察
を
終
え
全
て
の
工
程
が
終
了
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
こ
の
他
に
牧
場
宿
泊
体
験
を
実
施
し
、
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
か
ら
13
名
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
牧
場
で
１
泊
２

日
の
牧
場
宿
泊
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

藤本将稔氏伊藤胡桃氏

（一社）びびっとコラボレーション

坂本秀文氏
１８日パネルディスカッション

石山享牧場視察の様子



７
月
28
日
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、
組
合
員
親
睦
会

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
及
び
ご
家
族
様
、
来
賓
と
し
て
各
関
係
機
関

か
ら
お
よ
そ
１
４
０
名
が
集
ま
り
焼
き
肉
を
囲
み
な
が

ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
、
向
井
地
組
合
長
は
、
一
番
牧
草
の
収

穫
も
無
事
に
終
わ
り
今
日
は
日
頃
の
疲
れ
を
労
い
、
大

い
に
皆
様
方
と
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

親
睦
交
流
会
で
は
、
多
く
の
子
供
達
の
参
加
も
あ
り
、

焼
肉
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る

姿
を
見
る
と
、
と
て
も
賑
や
か
に
感
じ
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
２
名
に
ペ
ア
宿

泊
券
が
当
た
り
、
他
に
商
品
券
な
ど
の
高
額
商
品
や
、

関
係
機
関
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た
品
々
が
当
た
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

納
涼
仮
装
盆
踊
り

8
月
13
日
枝
幸
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
毎
年
恒
例
の
納
涼

仮
想
盆
踊
り
大
会
が
開
か
れ
、
当
農

協
職
員
5
名
が
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ

る
の
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

今
年
は
生
憎
の
天
気
で
、
室
内
で
の

盆
踊
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
某
携
帯

電
話
会
社
の
Ｃ
Ｍ
で
話
題
沸
騰
中
の
３

太
郎
に
扮
装
し
力
一
杯
踊
り
、
特
別

賞
を
頂
き
ま
し
た
。

歌
登
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

8
月
15
日
、
町
営
歌
登
サ
ブ
球
場

に
て
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
青
年
部
と
農

協
職
員
総
勢
12
名
が
牛
乳
の
消
費
拡

大
Ｐ
Ｒ
と
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
グ
ッ
ズ
の
無

料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
ま
で
、
雨
が
続
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
当
日
は
晴
れ
、
多
く
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
牛
乳
１
０
０
セ
ッ
ト

が
全
て
配
布
完
了
し
ま
し
た
。

最
後
は
花
火
の
打
ち
上
げ
で
夏
の

夜
に
見
事
な
大
輪
の
花
が
咲
き
ま
し

た
。



授精所だより IDEXX PAGs
妊娠関連糖タンパク検査について

今回はアイデックス ラボラトリーズ株式会社が行っている乳汁を用いたIDEXX PAGｓ検査
を紹介しました。

従来の妊娠鑑定（直検・エコーなど）と併用することによって、妊娠牛・非妊娠牛の早期発

見や流産の見逃しの減少など、繁殖成績の向上に役立つかも知れません。

◆PAGｓとは・・・

妊娠時にのみ胎盤から分泌される物質、Pregnancy（妊娠） Associted（関連） Glycoproteins
（糖タンパク）のことで、妊娠牛の血液や乳汁から検出されます。

乳汁よりPAGｓを検査することによって、妊娠確認の指標として活用することができます。人工
授精後２８日目より検査による確認が可能で、分娩後６０日後より次の妊娠確認が可能となり

ます。

◆PAGs検査の精度・・・

PAGｓ検査は従来の直検・エコー検査と高い相関性があり、感度（※１）９８．７％、特異度
（※２）９４．４％、判定保留（±）の割合が３．５％の高い精度をもっています。

※１：妊娠中の検査陽性の割合 ※２：非妊娠中の検査陰性の割合

◆メリット

○時間を問わず検査依頼可能

○乳汁で検査するので、牛への負担が少ない

○繁殖成績の向上を期待できる

など

◆デメリット

○妊娠・空胎以外の情報が取得できない

○検査料がかかる（１検体1,080円）
など

◆その他・注意点・・・

・ 一度陽性と出ても胚死滅や早期流産などで妊娠継続していない場合もある。

・ 検査機関に検体が到着後、３営業日で結果がわかる。（土日祝を除く）

・ サンプルの状態が悪い場合、正確な検査結果が出ないことがある。



Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な

啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌

「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年
３
回
発

行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信

し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

８
月
４
日
、
札
幌
に
て
「
全
道
Ｌ
Ａ
・
ス
マ
サ
ポ
大

会
」
を
開
催
し
、
全
道
Ｊ
Ａ
の
中
か
ら
、
平
成
28

年
度
普
及
活
動
で
優
秀
成
績
を
収
め
た
Ｌ
Ａ
38

名
と
、
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
11
名
が
登
壇
し
、

表
彰
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」
と
「
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ
ク
（
保
障

点
検
活
動
）
」の
実
践
を
通

じ
て
、
組
合
員
・
地
域
利
用

者
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
、

「
安
心
」
と
「
満
足
」の
提

供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

昨
年
12
月
の
「
農
協
改
革
」
に
関
す
る
組
合
員
向

け
資
料
に
引
き
続
き
「
准
組
合
員
制
度
」
に
つ
い
て
の

組
合
員
向
け
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。

准
組
合
員
利
用
規
制
に
関
し
て
、
農
林
水
産
省
が

結
論
を
出
す
期
限
の
平
成
33
年
３
月
末
が
迫
る
中
、

准
組
合
員
利
用
規
制
が
及
ぼ
す
影
響
を
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て

の
活
用
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
資
料
は
、
准

組
合
員
制
度
の
成
り
立
ち
や
准
組
合
員
が
地
域
を

支
え
る
実
態
、
規
制
改
革
推
進
会
議
が
准
組
合
員

利
用
規
制
を
迫
る
背
景
な
ど
を
、
平
易
な
対
話
形

式
に
よ
り
表
現
し
て
お
り
ま
す
。
中
央
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
資
料
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

８
月
に
、
小
学
生
の
親
子
を
対
象
と
し
た
『
旬
食
カ

レ
ッ
ジin

旭
川
「
収
穫
・
料
理
教
室
」
』
を
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ

か
わ
の
協
力
を
受
け
開
催
し
ま
し
た
。

大
根
の
収
穫
体
験
、
収
穫
し
た

大
根
を
使
っ
た
料
理
教
室
、
農

業
者
に
よ
る
講
演
等
を
実
施
す

る
な
ど
、
「
食
材
が
畑
か
ら
食

卓
に
並
ぶ
ま
で
」
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
、
農
業
・
食
の
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、
「
農
家
を
身
近
に
感
じ
た
」
「
ま
た

参
加
し
た
い
」
な
ど
好
評
で
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
等
を
活
用
し
た
生
産

者
向
け
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
「
ホ
ク

レ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
生

産
者
の
皆
様
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や

新
商
品
の
情
報
、
生
産
資
材
（飼
料

や
農
薬
な
ど
）価
格
、
ス
マ
ー
ト
農
業

情
報
な
ど
の
営
農
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
生
産
者
の
皆
様
に
役
立
つ

情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
手
持

ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
（http://hokuren-

new
s.jp/

）
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

↑登録は

こちらから



７
月
９
日
、
豊
富
町
営
球
場
に
て
、
Ｊ
Ａ
管

内
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
は
曇

り
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
絶
好
の
野
球
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
試
合
は
Ｊ
Ａ
稚
内
と
Ｊ
Ａ
北
宗
谷
と
の

対
戦
で
、
１
回
表
、
先
行
の
Ｊ
Ａ
稚
内
は
２
点

を
先
取
し
、
相
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
が
、
そ
の
裏
、
Ｊ
Ａ
北

宗
谷
も
負
け
じ
と
１
点
を
返
し
応
戦
。
そ
の
後
、

１
点
、
２
点
と
点
の
取
り
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

５
対
２
で
迎
え
た
７
回
裏
の
最
終
回
、
Ｊ
Ａ
北

宗
谷
の
ヒ
ッ
ト
が
続
き
、
５
対
４
の
満
塁
の
チ

ャ
ン
ス
と
な
る
も
の
の
、
最
後
は
Ｊ
Ａ
稚
内
の

ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
踏
ん
張
り
、
最
後
の
打
者
を
三

振
に
抑
え
て
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
Ｊ
Ａ
稚
内
が
勝

利
を
掴
み
取
り
ま
し
た
。

第
２
試
合
は
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
と
Ｊ
Ａ
稚
内
と
の

対
戦
。
１
回
表
、
先
制
点
を
取
り
た
い
Ｊ
Ａ
宗

谷
南
で
し
た
が
、
打
線
が
振
る
わ
ず
０
点
に
。

逆
に
Ｊ
Ａ
稚
内
に
１
点
取
ら
れ
、
幸
先
の
悪
い

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
互
い
に
０
点
が
続
き
ま
し
た
が
、

３
回
表
、
９
番
バ
ッ
タ
ー
の
浦
谷
正
憲
選

手
が
相
手
の
エ
ラ
ー
も
あ
り
２
塁
へ
出
塁

す
る
と
、
１
番
バ
ッ
タ
ー
、
松
本
祐
斗
選

手
が
セ
ン
タ
ー
へ
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
１
点

を
返
す
こ
と
に
成
功
。
こ
の
ま
ま
流
れ
に

乗
り
た
か
っ
た
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
で
し
た
が
、

Ｊ
Ａ
稚
内
の
猛
攻
を
受
け
、
２
点
、
３
点

と
取
ら
れ
１
対
６
に
。
逆
転
を
信
じ
て
臨

ん
だ
７
回
最
後
の
攻
撃
で
し
た
が
、
相
手

ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
打
ち
取
ら
れ
、
敗
北
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
も
優
勝
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

来
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
い
、
豊
富
の
地
を

後
に
し
ま
し
た
。

＊＊＊＊＊＊＊＊

ＪＡ宗谷南ナイン

＊＊＊＊＊＊＊＊

編
集
委
員

村
田

太

野
澤

隼
希

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲

７
月
中
旬
公
共
育
成
牧
場
の
牧
草
収
穫

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝

幸

職

員

の

他
、
農

協

職

員

が

パ

ッ

ク

サ

イ

レ
ー
ジ
、
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
詰
め
作
業
を
手

伝
い
ま
し
た
。

バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
詰
め
で
は
、
風
も
強
く

悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、
バ
ン
カ
ー
２
本
を

詰
め
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
良
質
な

粗
飼
料
を
収
穫
出
来
、
育
成
牛
た
ち
に
食
べ

さ
せ
る
事
が
出
来
る
か
と
思
い
ま
す
。

職員退職

○山岸 映子

旧北見枝幸農協時代から37年務めて頂い
た山岸映子さんが、７月末を持ちまして退職

する事となりました。

長年組合員の皆様にお世話になり有難うご

ざいました。

1 2 3 4 5 6 7 計

ＪＡ稚内 2 2 0 0 0 1 0 5

ＪＡ北宗谷 1 0 1 0 0 0 2 4

1 2 3 4 5 6 7 計

ＪＡ宗谷南 0 0 1 0 0 0 0 1

ＪＡ稚内 1 0 0 2 0 3 6

第１試合

第２試合


